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“Affairs in Western Countries By Yukichi Fukuzawa 1866

(from right to left, “Four Ocean Family”, “Five Races Brothers”, 
“Steam”, “Society”, “Electricity”, Communications”)
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Before Internet, After Internet

AI前提時代のインターネットの構造とグローバル標準
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Policy

Norms and Rules

Data

Platforms

5G and Domestic

(or Regional) Infrastructure

Internet and Global Infrastructure

Public Core (公共コア) Internet技術標準展開

World Wide Web

IP + Routing

Public Core
公共コア技術
グローバル標準
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Policy

Norms and Rules

Data

URI(https://domain.jp) w/Security, Trust

World Wide Web

5G and National Infrastructure

Internet and Global Infrastructure

Public Core (公共コア) Internet技術標準展開+情報ガバナンス

公共コア技術
グローバル標準

3GPP

AIのための
安全な

情報とデータ共有

人・国・地域・外交
国際社会

データ・情報
ガバナンス
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End-to-End コミュニケーションの端点の責任
名前、識別子。信用と信頼。
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End-to-End コミュニケーションの端点の責任
名前、識別子。信用と信頼。
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Sender
発信者

Information flows directly from the Sender to Recipient with the Internet as a transparent conduit.

Name
名前

Identifier
識別子

Name
名前

Identifier
識別子

Trust and Credibility
信用と信頼

Recipient
受信者

Internet
インターネット
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デジタル空間における
真正性証明技術

～「信頼できる情報社会」の基盤として～

2026年6月

Originator Profile 技術研究組合
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

人に何かを伝えるとき、自分は信頼できると示すために、第三者の評価に頼ることがあります。

本人が「信頼してください」と言うだけでは十分ではないためです。そこで、社会の中で実績があ
り、多くの人に認識されてきた人や組織が「この人は本物です」と太鼓判を押すことで、信頼が得ら
れるようになります。

「信頼できる情報社会」を目指して

太鼓判

社会の中で
認識

10

？

OPの仕組みでは、この「社会の中で認識されている第三者」の役割を、情報空間で実現します。さ
らに、このような第三者の主体を複数、用意します。こうして、現実社会の信頼をWebの情報に重ね、
情報の発信に誰が関わり、実在しているかを伝えることによって、情報の確からしさを示します。
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

コンテンツ作成者が加盟する業界団体等、社会の中で認識されている組織が発信者の実在を示し、その情
報を誰もが確認できるようになります。また、情報に基づく自動処理も可能になります。
OP技術の浸透により信頼が可視化・価値化される情報空間が構築されます。

コンテンツが改変や切り取りされていないか

コンテンツ作成者が誰か、どのような者か

OPによって実現できること

社会の中で認識されている組織が
コンテンツ作成者の実在を確認（太鼓判）

太鼓判

現実社会では、私たちは「誰が言っているか」「その人は誰にどう認識されているか」を重視し、その内容を判断します。
OPは、これを情報空間でも実現します。

偽・誤情報が
判別しやすい！

組織

作成者
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

太鼓判は、届ける場所にも

「太鼓判」の仕組みは、コンテンツ作
成者だけにとどまりません。

コンテンツを配信する先の、ユーザー
の目に触れるサイト運営者（例: ポータ

ルサイト、プラットフォーム）や広告事
業者などもOPを導入することで、信頼
性の可視化範囲が広がります。

そうして、偽・誤情報が入り込みにく
いエコシステムができ、ユーザーの安全
性が高まります。

サイト運営者や広告事業者などがOPを導入

？

Portal News

Portal 
News

？
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配信プラットフォームにも
信頼の連鎖を
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

OPは受信者の健全な判断を支える

受信者のメリット: 

想定通りの情報を受け取れる

- だれが発信したかを確認できる

- どのような発信者かを
知ることができる

- コンテンツが改変や切り取り
されていないか確認できる

発信者のメリット: 

発信者の意図通りに届けられる

- コンテンツが改変や切り取り
なしに届く

- 他のサイトに丸ごとコピーされな
い

複数の「社会で認識されている第三者」による

発信者についての情報の保証
(Attestation)

- 発信者が実在すること
（法人であること）

- 発信者が特定の個人や組織
（業界団体等）に属していること

- 発信者が第三者が定める基準に
合致し、認証を受けていること
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

情報発信者やサービスの提供者の真正性を確認・保証できるOPのエコシステムが、
様々な業界に広がっていくことで、社会全体で情報の信頼性と安全性が向上します。

経済的損失と詐欺被害の防止

民主主義への寄与、公正な社会に貢献

生命・健康・安全の確保

メディア

公的機関

OPのエコシステム

選挙情報

OPエコシステムの広がりと社会への貢献
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行政

金融・決済
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

OPによる信頼のエコシステム形成の道のり

■社会の中でOPの浸透、成長

• メディアや自治体から利用が広がり、誰でもOPを広く試せる・使えるように

• 記事・情報の出所が明らかになり、ユーザーが判断材料にできる

■ OPはAIをはじめとした情報空間の基盤に

• ブラウザやAIエージェントがOPを活用する機能を増やしていく

• OP技術ベンチャーが新たなビジネスやサービスを生み出す

• 信頼を基盤としたWebと情報空間の発展が始まる

■ OPを礎に情報空間の発展が進み、新たなインターネットへ

• ブラウザやAIサービスが利用者を詐欺や脅威から保護

• あらゆるプラットフォームで、情報・サービス・エージェントの信頼性を確認

• 信頼できる情報社会へ

OPエコシステム形成へ

15

2030年～

2027年～

2026年



通信の秘密 発言の自由 発信の自由 人の創造性
社会の責任。発信者の責任。受信者の責任とリテラシ。
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Social Responsibilities and Roles
社会の責任と役割

Sender’s literacy
発信者のリテラシー

Recipient’s literacy
受信者のリテラシー
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• Fake news
フェイクニュース

• Misinformation
誤情報

• False rumor
デマ

• Cyberbullying

ネットいじめ
• Ransomware
ランサムウェア

• etc. 他

テクノロジーのAb Use、乱用から悪用まで
テクノロジーでの解決、社会での解決
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Abuser
悪用者・乱用者

Society
社会

Technology
テクノロジー
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TV / Newspaper
テレビ / 新聞

Information
情報

Buying behavior / 購買行動

Sponsor

Large company
スポンサー：大企業

持続可能な新しいメディアへ
既存メディアと広告構造
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持続（経済成長）可能な新しいメディア
新しいメディアの役割と発展
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TV / Newspaper
テレビ / 新聞

Information
情報

Engagement / エンゲージメント

SNS

VOD / 動画配信
etc. 他

Information
情報

投げ銭
アフィリエイト
広告
チャネル登録
商品宣伝
販売

etc. / 他

Individual / 個人

MSE / 中小企業

Sponsor

Large company
スポンサー：大企業

Internet
インターネット
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インターネットコンテンツの真正性証明技術

「太鼓判」役の「社会に認識された組織・団体」の参加が鍵
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企業の情報発信

企業サイト
ニュース
リリース

情報発信

OPによる
証明付与

経済団体、認証等
ブランド毀損
防止

発信主体の可視化
によるフィッシン
グ対策

アドフラウド
対策

2026年度、研究開発・実証を推進 2027年春頃の実用化、企業サイト等へ実装可能に

経済団体等による
存在確認・認証

企業情報の信頼性向上に向けた実用化展望
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